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看護師のライフスタイルを支える仕事実現度尺度の開発 要約 
 
背景 
看護師の就業者数の 8 割は女性が占めており、結婚・出産・育児といったライフイベン
トが職業継続にもたらす影響は大きい。また、キャリアの選択肢の拡大や、男性看護師従
業者数の増加など、看護師を取り巻く状況は変化しており、働く人々の価値観も多様化し
ている。これまでのライフイベントと仕事との両立支援から、多様な価値観を認め支える
人的資源管理が求められている。個人の価値観はライフスタイルに強く影響するため、個
人が望む多様なライフスタイルを支える仕事について検討し、その仕事が実現できている
かを可視化することが必要であると考えた。 
働く人々のライフスタイルへの支援として、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラ
ンス）の実現が注目されており、看護師の仕事と生活の調和状態を測定する尺度も開発さ
れてきた。しかし、看護師の人的資源管理を行う看護管理者が直接介入できるのは仕事の
部分に限られるため、仕事の側面から看護師のライフスタイルを支えることが必要である。
働く人々の仕事満足と生活満足の間に流出関係があるとする spillover-modelによると、看
護師のライフスタイルを支える仕事の実現が看護師の仕事満足を向上し、ひいては生活満
足への向上に寄与できる。そこで本研究では、看護師のライフスタイルを支える仕事の内
容を明らかにし、その仕事の実現度を測定できる尺度の開発を行うこととした。 
 
研究目的 
看護師のライフスタイルを支える仕事実現度尺度を開発し、その信頼性・妥当性の検討
を行う。 
 
研究の意義 
本研究における意義は, 以下の3つがある。 
1．概念「看護師のライフスタイルを支える仕事」の定義および構成概念を明確化するこ
とによって、どのような仕事の在り方が看護師の人生の質を高めることに寄与できる
のか提示することができる。  
2．看護師のライフスタイルを支える仕事の実現度を測定することで、看護師の仕事の状
況を総体的に評価できることに加え、構成概念で示した看護師のライフスタイルを支
える具体的な仕事内容の評価を行うことができる。  
3．看護師のライフスタイルを支える仕事実現度尺度を看護管理者が活用し、看護師に対
する的確な支援を提供できれば、看護師が希望するライフスタイルの実現の一助につ
ながる。看護師は仕事と生活を調和させることができ、ひいては仕事満足や生活満足
の向上につながることが期待できる（小野, 2011）。仕事満足の向上により離職を予防
できれば、看護師は安定的な職業継続が可能となり、病院組織は人材流出の歯止めに
つながる。つまり、看護師側と看護管理者側の双方にとって、良い効果がもたらされ
ると考える。 
 
研究方法 
1．構成概念の検討 
  看護師のライフスタイルを支える仕事の構成概念を明らかにするため、文献検討と看
護師へのインタビュー調査を行った。 
2．質問項目の作成 
構成概念ごとに質問項目を作成し、看護研究者らによる内容的妥当性の検討を経て、
全 47項目からなる尺度を作成した。 
3．調査用紙の作成 
調査用紙には、看護師のライフスタイルを支える仕事実現度尺度のほかに、個人属性、
主観的幸福感尺度、日本語版 McClosky and Mueller Satisfaction Scale(JMMSS)、
Rosenberg自尊感情尺度、3次元組織コミットメント尺度を用いた。パイロットスタディ
を経て、調査用紙を完成した。 
3．信頼性・妥当性の検討方法 
  関東地区の臨床看護師を対象とした信頼性・妥当性の検討Ⅰと、全国の臨床看護師を
対象とした信頼性・妥当性の検討Ⅱの 2 段階で検討した。信頼性は内部一貫性と安定性
を、妥当性は基準関連妥当性と構成概念妥当性を検討した。 
  
研究結果 
文献検討とインタビュー調査の結果を統合し、看護師のライフスタイルを支える仕事に
は、『多様な働き方の整備』『支援的な職場風土』『自発的な調整』『時間の確保』『心身の健
康』『自尊心の保持』の 6つの構成概念が抽出された。そして、看護師のライフスタイルを
支える仕事とは、「多様な働き方ができる職場において、支援的な職場風土の中で自発的な
調整を行いながら、仕事と生活の時間を確保し、看護師としての自尊心を保ちながら健康
的にいきいきと働けること」と定義した。概念定義と 6 つの構成概念に基づいて質問項目
を作成し、合計得点および下位尺度得点で実現度を測定する尺度を開発することとした。 
信頼性・妥当性の検討Ⅰは関東地区の臨床看護師 413名から回答が得られた。項目分析お
よび探索的因子分析の結果、5 因子構造か 6 因子構造のいずれかであることが推測された。
信頼性・妥当性の検討Ⅱは全国の臨床看護師 852 名から回答が得られた。項目分析および
探索的因子分析の結果、5つの下位尺度【心身のゆとり】【休暇の取りやすさ】【上司の支援
姿勢勢】【自尊心の保持】【時間外労働の削減】に基づいた 31の質問項目で構成される尺度
であることが明らかとなった。信頼性は、信頼性係数である Cronbachのα係数と、テスト
－再テスト法による安定性の検討を行った。Cronbach のα係数は、尺度全体では 0.896、
下位尺度では 0.692～0.856 であった。安定性の検討では、2 回のテストでの信頼性係数の
変動もなく、相関係数 0.409～0.496で有意な強い相関を示していた。妥当性は、基準関連
妥当性（併存妥当性）と構成概念妥当性（収束的妥当性）の検討を行った。基準関連妥当
性（併存妥当性）の検討では、看護師のライフスタイルを支える仕事実現度尺度と主観的
幸福感尺度および JMMSS との間に強い正の相関がみられた。構成概念妥当性（収束的妥
当性）の検討では、Rosenberg自尊感情尺度合計得点と本尺度の第 4因子【自尊心の保持】
得点が、3 次元組織コミットメント尺度合計得点と本尺度の【上司の支援的姿勢】【自尊心
の保持】【時間外労働の削減】得点が、それぞれ有意な相関を示した。さらに、確認的因子
分析は、GFI＝0.858、AGFI=0.834、RMSEA＝0.067であり、因子構造のモデルは適合し
たと判断した。 
 
考察 
文献検討と看護師へのインタビュー調査から理論的に検討した 6 つの構成概念は, 尺度
の信頼性・妥当性の検討を経て, 5つの下位尺度【心身のゆとり】【休暇の取りやすさ】【上
司の支援的姿勢】【自尊心の保持】【時間外労働の削減】に集約された。その結果、看護師
のライフスタイルを支える仕事実現度尺度は 31項目 5因子構造であり、尺度の信頼性・妥
当性は確保された。 
本尺度は、看護師の多様化するライフスタイルを支える仕事がどの程度実現できている
かを評価する尺度である。この尺度を用いることで、看護師に必要な支援が明確となり、
支援を受けた看護師は仕事と生活の調和が実現できると考える。さらに仕事満足の向上が
離職予防につながることで、看護師は安定的な職業継続が可能となり、病院組織は人材流
出の歯止めにつながるなど、看護師側と看護管理者側の双方にとって、良い効果がもたら
されると考える。 
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